「保養 か、 成 ほど、 そういえるな。 いや 全くい い 景色 

だ。 菜の 花、 桜、 雲雀の 唄、 街道 を 通る 馬 や 駕籠、 だ 

が f ^ の 景色と も 別れなければ なるまい」 

「あの 然うして 妾と も」 

「うむ マァざ つ と 然ういう ことになる」 

「お 名残りお しゅう ございます」 

「泣き もしまい が、 泣いて は 不可ない」 

「泣けと 有 仰るなら 泣きます とも、 泣くな と 有 仰れば 

耐えます」 

「祝って 貰わなければ ならない の だよ」 

「では 笑う ことにいた しましょう」 



立身す る ものと 思って いる。 誰も 彼 も 肝腎の この 俺が 

迷って いると は 感付かない」 

自信が 強ければ 強い ほど、 それ を 破った その物が、 

その 者 を 傷つけ る ものである。 

「何者だろう、 是非 逢い 度い。 そうして 易 水の 詩 を 残 

した、 乞食の 心持ち を 聞いて みたい」 

執着 狂の 夫れ のように、 伊賀 之 助 は それば かり を 思 

うように な つ た。 

そうして 夫れ は 事が 破れて、 江戸 は 品 川 八ッ山 下の 

ま り 

御殿で、 多くの 捕吏 〔# 「捕吏」 は 底本で は 「捕史 匕 に 

囲繞 まれ、 腹 を搔っ 切った その 時まで、 彼の 心を捉え 



(緑林 黒白 二日 ク) 大盗 暁星 五郎、 ソノ 本名 白 須庄左 

衛門、 西 国 某 侯 遺臣 二 シテ、 幕府 有司 二 含ム所 ァリ、 

主 トシ テ 大名 旗本 ヲ襲 フ、 島原ノ 遊女 花 扇、 是ト 馴染 

ンデ 党中ト ナリ、 変幻 出没 ヲ同ジ ウス、 星 五郎 強奪 度 

無シト 雖モ、 ョク 散ジテ 窮民 ヲ賑 ス、 云々。 

兎 まれ 大岡越 前 守が、 この 暁星 五郎なる 賊を、 幾度 

ちゅうちょ 

か 捕えよう として 躊躇した こと は、 事実ら しいと い 

うこと である。 
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